
2016年12月8日（木）～10日（土）に開催された「エコプロ2016」（東京ビッグサイト）
の会場内の花王ブースにおいて受賞作品を展示し、最終日の12月10日には、受賞者代表
を招いて表彰式を行ないました。
当日は45ヵ国・地域、13,739点（国内1,407点、海外12,332点）の中から、「いっしょに

eco地球大賞」「いっしょにeco花王賞」に選ばれた上位9名が参加しました。審査委員
長の益田文和先生からは「環境へのメッセージ性を密かに潜ませているような絵画的な作品
が数多く見られ、大変感心させられました」との講評をいただきました。社長の澤田から
受賞者に表彰盾と記念品が授与された後、「いっしょにeco地球大賞」を受賞した小林晃
さんによるスピーチが行なわれました。小林さんは自身の作品について、「学校の美術室
の窓からいつも見ていた大木がモチーフです。でも、切り倒されてしまって、今はもうあり
ません。僕の心に今も残っているあの木の姿を描きました」と語ってくれました。
表彰式後のインタビューセッションでは、それぞれの受賞者から自分が暮らす国・地域

の環境や、絵に込めた思いなどが語られました。

第7回

コンテスト
表 彰 式

詳しくはWEBサイト「花王国際こども環境絵画コンテスト」をご覧ください。
http://www.kao.com/jp/corp_csr/eco_activities_04.html

受賞者を代表しスピーチを行なう
大賞受賞の小林 晃さん

受賞者の皆さんのインタビューセッション
花王賞受賞の Ayda Afza さんに表彰盾を授与

受賞者の皆さん、審査委員長の益田先生（左）、社長の澤田（右）と記念撮影

第8回コンテスト

作品募集のご案内 花王 絵画コンテスト 検 索

第7回（2016）
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この絵画コンテストは今回で7回目となる。
回を重ねるにつれ、コンテストの個性や方向
性が明確になってきた。特に今回はその兆候

が顕著に感じられた。環境保護をストレートに訴求するものに加え、
強いメッセージ性を密かに潜ませているような絵画的な作品を数多
く見られたことは収穫だった。作品のクオリティもさることながら、
参加国・地域、応募数ともに増え、審査のやりがいも感じている。
子どもたちのためのコンテストでありながらも、世界各国の生活や
環境に対する意識が見える機会としてこのコンテストが周知されて
いくことを願う。

益田 文和　審査委員長

エコデザイン コンサルタント
元 東京造形大学 教授

回を重ね、過去の作品に影響を受けたり、環
境問題へのヒントを得たりと、互いの視点を
学ぶよい機会になっているように感じる。今

回はその上で、自国の文化や取り組みを改めて見つめ直したような
作品が出てきた。その国には今まで見られなかったような表現であ
りながらも、まさにその国ならではという新しい視点や発想が生ま
れていることがすばらしい。今回選ばれた作品も、見た子どもたち
に新たな刺激を与え、自分たちの国や文化にもこんないいところが
ある、と再び応募してくれる契機になればうれしく思う。

片平 直人
花王株式会社 作成部門 部長

近年、グローバル化が叫ばれているが、文
化はローカリティに根差している。グローバ
ルに目を向けすぎると、自分たちの本来ある

べき姿を見失ってしまう可能性もある。今回の応募作品には、社会
を変えるための具体的な提案よりも、日常を感じさせるリアリティ
のあるものが多くあった。世の中はロジックではなく、まずはイメー
ジからできている。そのイメージは、自分の目線の高さで見ている
地域に根差したビジュアライゼーションなのだ。世界中のそれぞれ
異なる幸せのかたちが子どもたちの絵から垣間見えた。

松下 計
東京藝術大学 教授

2009年に花王が「環境宣言」を発表してか
ら7年が経つが、社会的にも環境やエコに
対する考え方は変わりつつある。以前は「や

らなくては」という義務感からやっていた行為も、次第にやることが
当たり前になってきた。今回の応募作品を見ていても、それがあり
ありと感じられ、意識の高さに感心させられた。今の子どもが大人
になったとき、どんな社会になっているのだろう。私たち大人の態
度や振る舞いが子どもの環境への意識を育んでいるという責任とと
もに、次世代を担う子どもたちに企業として何をすべきかを考えさ
せられる契機になった。

石渡 明美
花王株式会社 執行役員 
コーポレートコミュニケーション部門統括

近年はスマホが普及し、インターネットや
ゲームなど、機械の中に人間が入り込んで
いくような行為に危機感を感じている。それ

らを全否定するつもりはないが、自然と共存することの大切さがだ
んだん軽んじられてきているように思う。しかし、今回の絵画コン
テストの応募作品を見ているうちに、そうした思いは徐々に払拭さ
れて安心感を覚えた。手を動かす、物を見る、自然と真剣に向き合
う。今を生きる子どもたちこそ、こうした機会を得ることが望ましい。
その為にも、このコンテストがますます広がっていくことを期待して
いる。

大久保 澄子
美術家

自国の文化を大切にしたり、日々の暮らしを
掘り下げたりといった作品が目立ち、よい兆
候だと感じている。15歳までの子どもを募

集対象にしているが、第1回に出品した15歳は、今年で22歳。社
会に出ているかもしれない。このコンテストを通じて真摯に環境問
題と向き合いながら作品をつくり上げたことがきっかけとなり、環
境関連の仕事に就くなど、具体的なアクションを起こしているかも
しれない。そうした時代にさしかかっていることを考えると、このコ
ンテストの存在価値はますます高まっていくのではないだろうか。

オヤマダ ヨウコ
イラストレーター

花王グループでは、世界の子どもたちに、身近な生活のエコと
地球の環境・未来について真剣に考え、絵画として表現してもらい、

それを多くの人たちに伝えることで、世界中の人々が暮らしの中で環境を考えて
行動するきっかけとなることを願い、2010年からこのコンテストを実施しています。

7回目となる今回は、世界45カ国・地域の子どもたちから13,739点ものご応募をいただきました。
その中から厳正な審査により選ばれた33点の入賞作品をご紹介します。

子どもたちのそれぞれの作品に込めたメッセージをお受け取りいただけると、幸いです。

小
こばやし

林 晃
あきら

さん　（15歳／日本）

「森の鼓動」

絵に込めた思い
森に入ると木の鼓動が聞こえる気がする。エネルギーがもらえる。心が元気になる音にならない木
の鼓動を表現したかった。一つ一つの点に、木の鼓動とエネルギーをこめて森林の声を表現した。
森林によって、人間や生き物が生かされている事を表現したかった。声にならない森林の声を表現
したかった。

審査員の
総評

モチーフの取り上げ方は樹木のみとシンプルだが、細部にいたるまで表現は非常にデリケート。人物は描かれていな
いのに、その背後にある土壌づくりや剪定といった、木を大切に育てるための大勢の人々の行動までをも感じさせる。
繊細でありながらもダイナミックで力強いエネルギーにあふれている。説明的な表現の作品も多い中、人物や動物を
も排して樹木の生命力だけでメッセージを強く伝え切っており、地球大賞にふさわしい作品である。

審査員
講 評

いっしょにeco 地 球 大 賞
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いっしょにeco  花 王 賞

絵に込めた思い
木々に、いったい何が起こってしまったのでしょう？世界は木々で
いっぱいでした。でも今は、オフィスビルに代わってしまっています。
この木は以前、私の家のそばにあって、かくれんぼの時はこの木の
後ろに隠れたものです。その後、この木は切り倒されてしまいました。
木々は美しいものです。これを残さなければ、後の世代がこの美し
さを見ることはありません。それに、木々は酸素を生み出します。 
つまり、私たちは木々を守り、切り倒すのではなく、植えるべきな
のです。森はきれいなままでしょう。木々は美しいままでしょう。
人間は気持ちよく息ができるでしょう。酸素とオフィスビル、私た
ちに必要なのはどちらでしょうか？ 

みんなで森に行くというシーンを描写している。特別
なメッセージ性は持たせていないにも関わらず、まる
でその場に立っているかのような森の臨場感や画面全

体にみなぎる木々の躍動感によって、自然に対する愛情が胸に
迫ってくるような作品だ。実際に森を訪れ、大自然の中に自分の
身を置くことで、あらゆることに気づいたり、考えたりすること
ができるはず。この作品の個性でもあるナチュラルな表現によっ
て、そのことに気づかされる。

審査員
講評

絵に込めた思い
毎日の暮らしで使う電気を生み出す風の力と太陽の力は、空気を汚
さない、きれいなエネルギー源です。こう考えて、自然が生み出す
エネルギーを楽しんで使っている、うれしそうな人たちの絵を描き
ました。自然のエネルギーで、人は自然を身近に感じ、空気や水を
汚すことなく、健康で幸せに暮らせるのです。

環境にやさしいものを生活に取り入れようというメッ
セージがきちんと伝わってくる。自転車と風車、回転と
いう共通項を持つモチーフの組み合わせ方もユニーク。

画面に点在する青色の葉や茶色の幹、家の赤色の屋根、黄色の
風車の羽など、色づかいや構図はシンプルながらも個性を感じる。
さりげなく描かれた紫色のゾウや鳥等もかわいらしい。風車の羽
の回転に沿うように、細く、やわらかなタッチでサークルが描か
れているが、これは風を表しているのだろう。表現力も高い。

審査員
講評

絵に込めた思い
何もかもが完ぺきに美しかった時がありました。自然が汚されるこ
ともなく、何の心配もありませんでした。今でも、その時に戻るこ
とはできます。私たちがたった1つ、簡単なことをすれば。リサイ
クルをすることで、あの神話のような時に戻ることができるのです。

カエルは生物多様性や環境の「質」のシンボル。このカ
エルが元気でいるうちは環境が健全である様子を表現
しているのだろう。ほがらかな表情で上を見つめるカ

エル、卵やオタマジャクシの描写によって、未来へと続く希望を
感じさせる。子どもたちは生き生きとしたカエルの姿を見つけて
安心しているのかもしれない。葉や花びらは一枚一枚異なるパター
ンが描かれているが、そのすべてが見事に調和しており、画面構
成力もすばらしい。

審査員
講評

絵に込めた思い
昔、いるのは神さまだけで、人間は誰もいない時がありました。小
さなクジラが、海で遊んでいました。船とキリンも、地球で遊んで
いました。首の長いキリンは水の中を見て、魚とクジラにあいさつし
ました。一緒に遊ぼうよ、と、キリンは言いました。ここにいないと
生きられないんだ、ここから出たら死んじゃうんだよ、と、小さなク
ジラは言いました。君は水の中にいて。ぼくは陸にいるよ。そして、
一緒に遊ぼう、と、キリンは言いました。

地上の緑にはキリンやウサギ、ヒツジやウシ、水中の
青の部分にペンギンや魚。自然界や生命のすばらしさ
をシンプルに伝えてくれる作品だ。きっと自分がいち

ばん平和に感じる世界を描き出しているのだろう、明るさや力
強さに満ちている。色彩感覚にも優れており、ウサギやヒツジ、
ウシの白色、キリンの黄色、家や魚の紫色など、随所にアクセ
ントとなる色味が配されている。バランスのよい色づかいも天
性のセンスを感じさせる。

審査員
講評

「大好きな自然の力」

「森の美しさの本質」

Nicholas Low Kai Teng さん
（11歳／マレーシア）

「友だちを思い合う場所」

Ayda Afza さん
（7歳／イラン）

「神話のような時」
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いっしょにeco 花 王 賞
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さない、きれいなエネルギー源です。こう考えて、自然が生み出す
エネルギーを楽しんで使っている、うれしそうな人たちの絵を描き
ました。自然のエネルギーで、人は自然を身近に感じ、空気や水を
汚すことなく、健康で幸せに暮らせるのです。

環境にやさしいものを生活に取り入れようというメッ
セージがきちんと伝わってくる。自転車と風車、回転と
いう共通項を持つモチーフの組み合わせ方もユニーク。

画面に点在する青色の葉や茶色の幹、家の赤色の屋根、黄色の
風車の羽など、色づかいや構図はシンプルながらも個性を感じる。
さりげなく描かれた紫色のゾウや鳥等もかわいらしい。風車の羽
の回転に沿うように、細く、やわらかなタッチでサークルが描か
れているが、これは風を表しているのだろう。表現力も高い。

審査員
講評

絵に込めた思い
何もかもが完ぺきに美しかった時がありました。自然が汚されるこ
ともなく、何の心配もありませんでした。今でも、その時に戻るこ
とはできます。私たちがたった1つ、簡単なことをすれば。リサイ
クルをすることで、あの神話のような時に戻ることができるのです。

カエルは生物多様性や環境の「質」のシンボル。このカ
エルが元気でいるうちは環境が健全である様子を表現
しているのだろう。ほがらかな表情で上を見つめるカ

エル、卵やオタマジャクシの描写によって、未来へと続く希望を
感じさせる。子どもたちは生き生きとしたカエルの姿を見つけて
安心しているのかもしれない。葉や花びらは一枚一枚異なるパター
ンが描かれているが、そのすべてが見事に調和しており、画面構
成力もすばらしい。

審査員
講評

絵に込めた思い
昔、いるのは神さまだけで、人間は誰もいない時がありました。小
さなクジラが、海で遊んでいました。船とキリンも、地球で遊んで
いました。首の長いキリンは水の中を見て、魚とクジラにあいさつし
ました。一緒に遊ぼうよ、と、キリンは言いました。ここにいないと
生きられないんだ、ここから出たら死んじゃうんだよ、と、小さなク
ジラは言いました。君は水の中にいて。ぼくは陸にいるよ。そして、
一緒に遊ぼう、と、キリンは言いました。

地上の緑にはキリンやウサギ、ヒツジやウシ、水中の
青の部分にペンギンや魚。自然界や生命のすばらしさ
をシンプルに伝えてくれる作品だ。きっと自分がいち

ばん平和に感じる世界を描き出しているのだろう、明るさや力
強さに満ちている。色彩感覚にも優れており、ウサギやヒツジ、
ウシの白色、キリンの黄色、家や魚の紫色など、随所にアクセ
ントとなる色味が配されている。バランスのよい色づかいも天
性のセンスを感じさせる。

審査員
講評

Nelson Mac Rivoal さん
（8歳／フランス）

「大好きな自然の力」

「森の美しさの本質」

「友だちを思い合う場所」
「神話のような時」

Zi Ying Diong さん
（7歳／マレーシア）
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絵に込めた思い
この作品は、人間と自然との調和を表しています。自然が
どのように花や、くちびるや、目に映っているか・・・ 。
ルーマニアの古いことわざに、『目は心の鏡』というものが
あります。この絵の中に描かれたものは、決してたまたま
ここにあるのではありません。前だけを向いているフクロ
ウは、ヨーロッパの文化では昔から知恵と理性のシンボル
で、人間がすることをしっかり見つめています。
たくさんの色を使っているのは、私の心の中にある喜び、
私の年令の純粋さ、無邪気さを表したものです。

フクロウやミミズクと共存できるような環境
を守っていきたいという思いがストレートに伝
わってくる。堂々と描かれた人物は表情が豊

かで、何かを訴えかけようとしている。よく見ると、目
が花になっていたり、太陽になっていたりと、何かを訴
えようという力も感じさせる。フクロウとミミズクもき
ちんと描き分けられており、その知識の深さや観察眼に
は感心させられる。表情豊かな表現で、じっくりと眺め
たくなる作品だ。

審査員
講評

絵に込めた思い
どんな方法でも、環境について学ぶことはできます。これは、環境
保護の大切さと、自然を守る方法についてのお芝居を上演している
ところです。 このお芝居は、私たちが自然を気づかい、守ろうとい
う気持ちを持てば、木々も、山も、鳥も、太陽も、自然のすべてが
幸せそうにほほえむということを、子どもたちに教えてくれます。

近年、インドネシアは経済成長が進むにつれて環境汚
染が問題になりつつある。しかし、この国の人々はその
ことをいち早く勘付いており、きちんと学びたいという

意識を持っている。画面中央に描かれたステージでは、エコのこと、
未来を守るためにやらなければならないことを劇にして生き生き
と伝えている。ともすれば押し付けがましくなりがちな環境問題
だが、劇にしてみんなで楽しみながら共有するという姿勢が表れ
ている。その発想や着眼点に感心させられた。

審査員
講評

絵に込めた思い
私はウサギが大好きです。ほかの動物もそうですが、毛皮
や、牙や、肉を取るために狩られてしまっています。中には、
もういなくなってしまいそうな動物もいます。私は、ただ
の「ぬいぐるみ」ではなく、本物の動物がいっぱいのところ
で大きくなりたいです。この絵の中では、子どもたちはリ
ビングでぬいぐるみとして動物をかわいがるだけで、本当
の姿を見ることができません。ぬいぐるみのようにかわい
いけれど、私たちは、動物を大事にして、守っていくこと
を学ばなければいけません。私がぬいぐるみを選ぶ時は、
本物の毛皮を使っていないかどうかにも気をつけています。

みんなぬいぐるみのウサギをかわいがるけれ
ど、本物のウサギはどうしているのだろう、
と作者は思いを馳せている。それなら両者を

一緒に外で遊ばせてあげようという優しい発想の作品だ
が、ぬいぐるみも本物も、そして人間も、すべてが幸福
に混じり合った世界観が描き出されている。ほのぼのと
したウサギの表情やハートのかたちをした鼻はかわいら
しく描かれ、にじんだ赤色と青色がこの絵が持つ素直で
可憐な雰囲気を上手に盛り上げている。

審査員
講評

絵に込めた思い
私たちは毎日、何かの形で自然の資源を使っています。私の絵は、
人間の考え方を変える必要があることを表しています。私たちは、
自然のためになるよう、考え方を変えなければならないのです。私
たち自身を変えなければ、私たちの宝物を失ってしまうからです。
宝物、それは、新鮮な空気、自然の色、世界の多様性です。
私が伝えたいのは、環境を考えよう！自然のサインに従おう！とい
うことです。

さかさまの子どもと対になるように木のようなものが
描写されている。背景にある道は未来へとつながるの
だろう、標識には我々人間がやるべきメッセージが書

き込まれている。この子どもにとって標識に書かれた行為はどれ
も当然のことで、なぜ今まで大人は取り組んでこなかったのかと
不思議に思っているのかもしれない。現代の課題に向き合おうと
する姿勢を感じさせながら、「誰が世界をこんなふうにしてしまっ
たの？」と、社会に対して鋭く問いかけているかのようだ。

審査員
講評

「まなざしの力」 「動物は生き物だよ！」

Gayle Pow Kai Xin さん
（6歳／シンガポール）

「環境を考えよう！」

Kameliya Danailova Nikolova さん
（12歳／ブルガリア）

「関心を寄せれば、自然はほほえむ」
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絵に込めた思い
この作品は、人間と自然との調和を表しています。自然が
どのように花や、くちびるや、目に映っているか・・・。
ルーマニアの古いことわざに、『目は心の鏡』というものが
あります。この絵の中に描かれたものは、決してたまたま
ここにあるのではありません。前だけを向いているフクロ
ウは、ヨーロッパの文化では昔から知恵と理性のシンボル
で、人間がすることをしっかり見つめています。 
たくさんの色を使っているのは、私の心の中にある喜び、
私の年令の純粋さ、無邪気さを表したものです。

フクロウやミミズクと共存できるような環境
を守っていきたいという思いがストレートに伝
わってくる。堂々と描かれた人物は表情が豊

かで、何かを訴えかけようとしている。よく見ると、目
が花になっていたり、太陽になっていたりと、何かを訴
えようという力も感じさせる。フクロウとミミズクもき
ちんと描き分けられており、その知識の深さや観察眼に
は感心させられる。表情豊かな表現で、じっくりと眺め
たくなる作品だ。

審査員
講評

絵に込めた思い
どんな方法でも、環境について学ぶことはできます。これは、環境
保護の大切さと、自然を守る方法についてのお芝居を上演している
ところです。 このお芝居は、私たちが自然を気づかい、守ろうとい
う気持ちを持てば、木々も、山も、鳥も、太陽も、自然のすべてが
幸せそうにほほえむということを、子どもたちに教えてくれます。

近年、インドネシアは経済成長が進むにつれて環境汚
染が問題になりつつある。しかし、この国の人々はその
ことをいち早く勘付いており、きちんと学びたいという

意識を持っている。画面中央に描かれたステージでは、エコのこと、
未来を守るためにやらなければならないことを劇にして生き生き
と伝えている。ともすれば押し付けがましくなりがちな環境問題
だが、劇にしてみんなで楽しみながら共有するという姿勢が表れ
ている。その発想や着眼点に感心させられた。

審査員
講評

絵に込めた思い
私はウサギが大好きです。ほかの動物もそうですが、毛皮
や、牙や、肉を取るために狩られてしまっています。中には、
もういなくなってしまいそうな動物もいます。私は、ただ
の「ぬいぐるみ」ではなく、本物の動物がいっぱいのところ
で大きくなりたいです。この絵の中では、子どもたちはリ
ビングでぬいぐるみとして動物をかわいがるだけで、本当
の姿を見ることができません。ぬいぐるみのようにかわい
いけれど、私たちは、動物を大事にして、守っていくこと
を学ばなければいけません。私がぬいぐるみを選ぶ時は、
本物の毛皮を使っていないかどうかにも気をつけています。

みんなぬいぐるみのウサギをかわいがるけれ
ど、本物のウサギはどうしているのだろう、
と作者は思いを馳せている。それなら両者を

一緒に外で遊ばせてあげようという優しい発想の作品だ
が、ぬいぐるみも本物も、そして人間も、すべてが幸福
に混じり合った世界観が描き出されている。ほのぼのと
したウサギの表情やハートのかたちをした鼻はかわいら
しく描かれ、にじんだ赤色と青色がこの絵が持つ素直で
可憐な雰囲気を上手に盛り上げている。

審査員
講評

絵に込めた思い
私たちは毎日、何かの形で自然の資源を使っています。私の絵は、
人間の考え方を変える必要があることを表しています。私たちは、
自然のためになるよう、考え方を変えなければならないのです。私
たち自身を変えなければ、私たちの宝物を失ってしまうからです。
宝物、それは、新鮮な空気、自然の色、世界の多様性です。 
私が伝えたいのは、環境を考えよう！自然のサインに従おう！とい
うことです。

さかさまの子どもと対になるように木のようなものが
描写されている。背景にある道は未来へとつながるの
だろう、標識には我々人間がやるべきメッセージが書

き込まれている。この子どもにとって標識に書かれた行為はどれ
も当然のことで、なぜ今まで大人は取り組んでこなかったのかと
不思議に思っているのかもしれない。現代の課題に向き合おうと
する姿勢を感じさせながら、「誰が世界をこんなふうにしてしまっ
たの？」と、社会に対して鋭く問いかけているかのようだ。

審査員
講評

「まなざしの力」

Rucsandra Oana Sabau さん
（8歳／ルーマニア）

「動物は生き物だよ！」

「環境を考えよう！」「関心を寄せれば、自然はほほえむ」

Viola Arielle Suliandy さん
（12歳／インドネシア）
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「失われた色」

Chathushka Jeewantha Perera さん　（11歳／スリランカ）

「私たちの農村の美」

豊かな自然や美しい空気、生き生きとした動物など、モ
チーフの大きさや遠近感はばらばらだが、一つの作品
としてきちんとまとめ上げられている。幸せに満ちた世
界を感じさせる作品でもある。

作品
講評

「ふるさとを守ろう！」

幸福と不幸、相反するものが入り混じり
ながら画面を埋め尽くすようにぎっしり
と描き込まれ、独特の奥深さと密度があ
る。中央の人物が手にする若葉に未来に
つながる希望が託されているのだろう。

作品
講評

みんなで苗を植えるというシンプルな行
為だが、人物が黄金に輝いて見える。ま
るで神が宿っているかのようだ。それぞ
れの人物はきちんと描き分けられ、表情
が豊か。個性や性格までも伝わってくる。

作品
講評

「森を守れば私たちが守られる」

人々が協力して1本の大木を支えてい
る。一人でも手を放してしまうと、もう元
には戻らないことを示唆しているのかも
しれない。みんなで自然を守りたいとい
う思いがシンプルに伝わってくる。

作品
講評

鮮やかな色づかいの作品が多い中、モ
ノクロームな中にさりげなく淡い色が
配され、生命の息吹や未来への希望を
感じさせる。繊細な表現技法を複数組
み合わせている点も見事だ。

作品
講評

家族のフレンドリーな雰囲気がよく出ている。温かい雰囲
気や一人ひとりの表情も魅力的だ。4人乗りの自転車とい
うユニークな発想には家族愛を感じる。

作品
講評

Taniella Lie さん　（12歳／インドネシア）

「自転車に乗り換えて、美しい地球を守ろう」

モチーフは電球。その中には美しい山
や海、そこで遊ぶ人々が生き生きと描
かれている。電球自らが節電しようと
しているのか、灯りのスイッチを押し
ているなど、発想が豊かな作品。

作品
講評

「電気の使いすぎをやめて、環境を守ろう」

悠々とした自然の様子が豊かな色彩で見事に描かれ、
いつまでもこれを守っていくという覚悟が伝わってく
る。この川は理想の未来へとつながっているのだろう、
前進する船がそれを示唆している。

作品
講評

Zhi Hao Lee さん　（11歳／マレーシア）

「自然」

情感あふれる作品。豊潤な世界観が見
事にまとめ上げられている。メインの
モチーフのゾウはタイで幸せの象徴と
されているが、大胆かつ多幸感にあふ
れる描写がすばらしい。

作品
講評

「自然保護」

「木を植えて世界をつくろう」

モチーフは葉。上部は工場の煙突とそこから排出され
る煙、下部には動植物が描かれている。豊かな発想力
と高い画面構成力を感じさせる。かすかにグラデーショ
ンがかった色彩感覚や描画力も秀逸。

作品
講評

Shwu Dyi Tiong さん　（15歳／ブルネイ）

「緑の再生」

背景にはドロッピングのようなフィジカルな表現手法も
取り入れながら生き生きと描写。色数を絞りながら、自
然と文明が融合した理想の社会をわかりやすく表現し
ている。

作品
講評

Zubaida Afroz Rayta さん　（10歳／バングラデシュ）

「酸素カー」

優 秀 賞

フクロウを中心に、夜の森の昆虫の営みや美しい月が伸
び伸びと描かれている。飛び交っているホタルの表現が
見事。電気が無くても明るい世界があることを示唆して
いる。色彩感覚もすばらしい。

作品
講評

Jo Xin Liew さん　（7歳／マレーシア）

「自然」

98



Katherine Chu さん　（11歳／台湾）

「失われた色」

「私たちの農村の美」

豊かな自然や美しい空気、生き生きとした動物など、モ
チーフの大きさや遠近感はばらばらだが、一つの作品
としてきちんとまとめ上げられている。幸せに満ちた世
界を感じさせる作品でもある。

作品
講評

Jeremy Lu さん　（12歳／台湾）

「ふるさとを守ろう！」

幸福と不幸、相反するものが入り混じり
ながら画面を埋め尽くすようにぎっしり
と描き込まれ、独特の奥深さと密度があ
る。中央の人物が手にする若葉に未来に
つながる希望が託されているのだろう。

作品
講評

みんなで苗を植えるというシンプルな行
為だが、人物が黄金に輝いて見える。ま
るで神が宿っているかのようだ。それぞ
れの人物はきちんと描き分けられ、表情
が豊か。個性や性格までも伝わってくる。

作品
講評

Wacharakorn Kwinram さん　（8歳／タイ）

「森を守れば私たちが守られる」

人々が協力して1本の大木を支えてい
る。一人でも手を放してしまうと、もう元
には戻らないことを示唆しているのかも
しれない。みんなで自然を守りたいとい
う思いがシンプルに伝わってくる。

作品
講評

鮮やかな色づかいの作品が多い中、モ
ノクロームな中にさりげなく淡い色が
配され、生命の息吹や未来への希望を
感じさせる。繊細な表現技法を複数組
み合わせている点も見事だ。

作品
講評

家族のフレンドリーな雰囲気がよく出ている。温かい雰囲
気や一人ひとりの表情も魅力的だ。4人乗りの自転車とい
うユニークな発想には家族愛を感じる。

作品
講評

「自転車に乗り換えて、美しい地球を守ろう」

モチーフは電球。その中には美しい山
や海、そこで遊ぶ人々が生き生きと描
かれている。電球自らが節電しようと
しているのか、灯りのスイッチを押し
ているなど、発想が豊かな作品。

作品
講評

Diandra Rifky Rahmayaさん　（9歳／インドネシア）

「電気の使いすぎをやめて、環境を守ろう」

悠々とした自然の様子が豊かな色彩で見事に描かれ、
いつまでもこれを守っていくという覚悟が伝わってく
る。この川は理想の未来へとつながっているのだろう、
前進する船がそれを示唆している。

作品
講評

「自然」

情感あふれる作品。豊潤な世界観が見
事にまとめ上げられている。メインの
モチーフのゾウはタイで幸せの象徴と
されているが、大胆かつ多幸感にあふ
れる描写がすばらしい。

作品
講評

Wiruwat Wiratchinda さん　（15歳／タイ）

「自然保護」

Cholada Tarbtongreang さん　（10歳／タイ）

「木を植えて世界をつくろう」

モチーフは葉。上部は工場の煙突とそこから排出され
る煙、下部には動植物が描かれている。豊かな発想力
と高い画面構成力を感じさせる。かすかにグラデーショ
ンがかった色彩感覚や描画力も秀逸。

作品
講評

「緑の再生」

背景にはドロッピングのようなフィジカルな表現手法も
取り入れながら生き生きと描写。色数を絞りながら、自
然と文明が融合した理想の社会をわかりやすく表現し
ている。

作品
講評

「酸素カー」

優 秀 賞

フクロウを中心に、夜の森の昆虫の営みや美しい月が伸
び伸びと描かれている。飛び交っているホタルの表現が
見事。電気が無くても明るい世界があることを示唆して
いる。色彩感覚もすばらしい。

作品
講評

「自然」
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Aidjan Useinova Asanova さん　（15歳／ブルガリア）

「自然との融合」

詩的かつ私的な表現が
秀逸。個々の人間が幸
せになれば、いずれ世
界中が幸せになる、そう
した深いメッセージが込
められている。非常に孤
独に見えるが、実は希
望に満ちた作品である。

作品
講評

Kennard Alvaro Hadinata さん　（8歳／インドネシア）

「優しい気持ちで自然とひとつに」

作品
講評

「雨ごい」

国に伝わる文化を大切にした
いという思いを感じさせる。
生の喜びや季節の移り変わり
という壮大なモチーフが見事
な画面構成力で一枚の絵の
中に描きこまれている。

作品
講評

急速に車社会が進むインドネ
シアでは交通事故が多発して
いる。道を占める大勢の人の
描写に安全な社会や環境を
取り戻したいという強い意志
を感じる反面、人々のおだや
かな表情の描写に心が和む。

作品
講評

Amelyn Ng Hwee Ern さん　（12歳／シンガポール）

「環境を考える私のメッセージ」

じょうろには節水のアクショ
ン、植物が根を張る地中にも
さまざまなヒントが描写され
ている。日々の生活の中での
工夫で地球環境は維持でき
ることを笑顔の花が物語って
いるかのようだ。

作品
講評

Vo Thi Thanh Thao さん　（13歳／ベトナム）

「私たちの地球を守ろう！」

大きな葉の上に万物があり、
家族もいる。豊かな自然や
平和な暮らしを守りたいとい
う思いがひしひしと伝わる作
品だ。モチーフも色合いもさ
まざまだが、一つの作品とし
て上手にまとまっている。

作品
講評

「生命の花」

植物を慈しんでいるように見
える反面、コンクリートに囲
まれていることから、数少な
い植物を懸命に再生しようと
しているようにも見える。シ
ンプルな構成でありながら多
角的な見方ができる作品。

作品
講評

「水を大切にしよう」

作者なりに一生懸命に環境
問題について思いを巡らせて
いるのだろう、素直な描写か
らそのことが伝わってくる。
水滴には表情が描き込まれ、
無垢な発想力に満ちている
作品だ。

作品
講評

「家はいつもきれいに清潔に 」

躍動感にあふれた作品。リサ
イクルできるものを拾ってい
るのだろうか、大切そうに手
に取ったり、頭上に掲げたり
する描写に感銘を受けた。楽
しみながら行動している雰囲
気にも満ちている。

作品
講評

Yong Qi Lee さん　（9歳／マレーシア）

「私たちの木々を守ろう」

ピンク色の装いの人物は、も
しかしたら森の妖精ではない
だろうか。魚やカエルを慈し
んだり、じょうろで水やりを
したりと、一人ひとりの思い
やりや行動が環境保護につ
ながることを想起させる。

作品
講評

Zixuan Wang さん　（9歳／中国）

「もし木が 1本しか残っていない街だったら」

赤色や黄色など、彩度の色
合いが目を引く。街中に林立
するビル群の中に1本だけ木
が現れ、そこに巣をつくる鳥。
ここから徐々にこの光景が広
がっていくのではないか、そ
うした希望を抱かせる。

作品
講評

「幸せは身近なところに」

夜、ホタルの光さえあれば
遊ぶことができるということ
が表現されている。ホタル
が生息できる環境を自分た
ちで守っていきたいのだろ
う。やさしく輝く光が未来
への希望をも感じさせる。

作品
講評 人間と動植物が楽しそ

うに共存している。眺
めていて温かな気持ち
になれる作品だ。人間
だけが幸せになれれば
いいのでなく、万物が
そうであってほしい。
そうした願いがひしひ
しと伝わってくる。
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「自然との融合」

詩的かつ私的な表現が
秀逸。個々の人間が幸
せになれば、いずれ世
界中が幸せになる、そう
した深いメッセージが込
められている。非常に孤
独に見えるが、実は希
望に満ちた作品である。

作品
講評

「優しい気持ちで自然とひとつに」

作品
講評

Alexandra Ciucu さん　（11歳／ルーマニア）

「雨ごい」

国に伝わる文化を大切にした
いという思いを感じさせる。
生の喜びや季節の移り変わり
という壮大なモチーフが見事
な画面構成力で一枚の絵の
中に描きこまれている。

作品
講評

Sheren Valerie Harto さん　（14歳／インドネシア）

「サイクリングに行こう」

急速に車社会が進むインドネ
シアでは交通事故が多発して
いる。道を占める大勢の人の
描写に安全な社会や環境を
取り戻したいという強い意志
を感じる反面、人々のおだや
かな表情の描写に心が和む。

作品
講評

「環境を考える私のメッセージ」

じょうろには節水のアクショ
ン、植物が根を張る地中にも
さまざまなヒントが描写され
ている。日々の生活の中での
工夫で地球環境は維持でき
ることを笑顔の花が物語って
いるかのようだ。

作品
講評

「私たちの地球を守ろう！」

大きな葉の上に万物があり、
家族もいる。豊かな自然や
平和な暮らしを守りたいとい
う思いがひしひしと伝わる作
品だ。モチーフも色合いもさ
まざまだが、一つの作品とし
て上手にまとまっている。

作品
講評

Maryia Leshakova さん　（11歳／ベラルーシ）

「生命の花」

植物を慈しんでいるように見
える反面、コンクリートに囲
まれていることから、数少な
い植物を懸命に再生しようと
しているようにも見える。シ
ンプルな構成でありながら多
角的な見方ができる作品。

作品
講評

Melany Bustamante さん　（7歳／アルゼンチン）

「水を大切にしよう」

作者なりに一生懸命に環境
問題について思いを巡らせて
いるのだろう、素直な描写か
らそのことが伝わってくる。
水滴には表情が描き込まれ、
無垢な発想力に満ちている
作品だ。

作品
講評

Nattha Kaeokamkong さん　（8歳／タイ）

「家はいつもきれいに清潔に 」

躍動感にあふれた作品。リサ
イクルできるものを拾ってい
るのだろうか、大切そうに手
に取ったり、頭上に掲げたり
する描写に感銘を受けた。楽
しみながら行動している雰囲
気にも満ちている。

作品
講評

「私たちの木々を守ろう」

ピンク色の装いの人物は、も
しかしたら森の妖精ではない
だろうか。魚やカエルを慈し
んだり、じょうろで水やりを
したりと、一人ひとりの思い
やりや行動が環境保護につ
ながることを想起させる。

作品
講評

「もし木が 1本しか残っていない街だったら」

赤色や黄色など、彩度の色
合いが目を引く。街中に林立
するビル群の中に1本だけ木
が現れ、そこに巣をつくる鳥。
ここから徐々にこの光景が広
がっていくのではないか、そ
うした希望を抱かせる。

作品
講評

Janice Dorothea Hendra さん　（9歳／インドネシア）

「幸せは身近なところに」

夜、ホタルの光さえあれば
遊ぶことができるということ
が表現されている。ホタル
が生息できる環境を自分た
ちで守っていきたいのだろ
う。やさしく輝く光が未来
への希望をも感じさせる。

作品
講評 人間と動植物が楽しそ

うに共存している。眺
めていて温かな気持ち
になれる作品だ。人間
だけが幸せになれれば
いいのでなく、万物が
そうであってほしい。
そうした願いがひしひ
しと伝わってくる。
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　2016年12月8日（木）～10日（土）に開催された「エコプロ2016」（東京ビッグサイト）
の会場内の花王ブースにおいて受賞作品を展示し、最終日の12月10日には、受賞者代表
を招いて表彰式を行ないました。
　当日は45ヵ国・地域、13,739点（国内1,407点、海外12,332点）の中から、「いっしょに
eco地球大賞」「いっしょにeco花王賞」に選ばれた上位9名が参加しました。審査委員
長の益田文和先生からは「環境へのメッセージ性を密かに潜ませているような絵画的な作品
が数多く見られ、大変感心させられました」との講評をいただきました。社長の澤田から
受賞者に表彰盾と記念品が授与された後、「いっしょにeco地球大賞」を受賞した小林晃
さんによるスピーチが行なわれました。小林さんは自身の作品について、「学校の美術室
の窓からいつも見ていた大木がモチーフです。でも、切り倒されてしまって、今はもうあり
ません。僕の心に今も残っているあの木の姿を描きました」と語ってくれました。
　表彰式後のインタビューセッションでは、それぞれの受賞者から自分が暮らす国・地域
の環境や、絵に込めた思いなどが語られました。

第7回

コンテスト
表 彰 式

詳しくはWEBサイト「花王国際こども環境絵画コンテスト」をご覧ください。
http://www.kao.com/jp/corp_csr/eco_activities_04.html

受賞者を代表しスピーチを行なう
大賞受賞の小林 晃さん

受賞者の皆さんのインタビューセッション
花王賞受賞の Ayda Afza さんに表彰盾を授与

受賞者の皆さん、審査委員長の益田先生（左）、社長の澤田（右）と記念撮影

第8回コンテスト

作品募集のご案内 花王　絵画コンテスト 検 索

第7回（2016）

入賞 作品集

受賞者など、顔写真が多いため、このページは削除？




